
Ⅰ．はじめに

　奄美大島は，亜熱帯にあり，特有の植物の生息する島として知

られている（片野田，１９９９）。菌類については，１８５５年にアメリ

カの調査隊が来島し，１８６０年にハツタケを報告しているが

（Berkeley and Curtis， １８６０），その後の報告は少ない。本島に分

布する野生きのこを調査し，その発生の様式を解析した。

Ⅱ．調査方法

　１９９６年より２００１年まで６回，調査地をまわって発生する野生き

のこの子実体を採集する一斉調査を実施した（表－１）。採集し

た子実体は，乾燥標本にして，同定に供した。また，一斉調査以

外にも，随時発生の確認されたきのこについては採集を行い，標

本とした。

　きのこの発生量の表し方として，種数（岡部，１９８３），子実体

本数（相良，１９６４）などがあるが，本調査では，発生点数（標本

数）を発生量とみなすことにした。別の調査場所で発生したもの

は，同日，同種でも別標本として取り扱い計数した。

Ⅲ．結果および考察

　（１）野生きのこの採集

　全期間で，５５４点の標本を得た。このうち，属名の判明したも

のは４５７点，種名の判明したものは１４１点だった（表－２）。３～

５月，８～１０月のデータが不足しているため，６～７月と１１月～２

月のデータを比較した。

　（２）主な野生きのこ

　リュウキュウマツ林内に発生するきのこは，九州以北のマツ林

におけるきのことの共通種が多く，ハツタケ，アミタケ，チチア

ワタケ，オウギタケの発生期間は，１２～２月だった。シイ林など

の常緑広葉樹林では，シロハツモドキ，ウチワタケなど九州以北

の常緑広葉樹林との共通種が多いが，ビロードカワキタケ，シロ

コカワキタケ，ニセキツネノカラカサ，スズメタケ，ミナミアシ

グロタケ，ヒダウロコタケ，エダウチホコリタケモドキなどの熱

帯種も見られた。

　（３）基物別発生点数

　菌根菌が２１６点，木材腐朽菌が１２６点，落葉枝分解菌が７２点，腐

植分解菌が４３点だった。各月の野生きのこの発生点数の基物別の

割合は，６月，７月には，菌根菌と木材腐朽菌の割合が同程度だが，

１２月から２月は，菌根菌の割合が高く，木材腐朽菌の割合が低く

なった。また１１月は木材腐朽菌の割合が高かった（図－１）。

　（４）分布域別発生点数

　種名まで判明したものを分布域別にわけると，本州の落葉広葉

樹林帯まで分布する種が８７点，暖帯林に分布する種が１６点，亜熱

帯に分布する種は３８点だった。分布様式別の発生点数の割合は，

６月７月に比べ，１２月から２月は，温帯にまで分布する種の割合

が高い。また１１月は熱帯種の割合が高くなった（図－２）。
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表－１．調査年月日および主な調査地

主な調査地：調査年月日：

名瀬市金作原，住用村山間マングローブ林，湯湾岳，
宇検村赤土山，笠利町大刈山，龍郷町本茶峠，
龍郷町長雲峠，龍郷町大勝

１９９６年７月１０－１１日　　１９９８年１２月８－１０日
１９９７年６月１０－１２日　　１９９９年１１月１６－１７日
１９９８年２月９－１０日　　２００１年１月２９－３０日
その他，随時

表－２．野生きのこ発生点数

分布域別発生点数＊２基物別発生点数＊１発生点数調査月

合計熱帯暖帯温帯合計腐植落葉枝木材菌根

０April

０May

２９８４１７１３１６３９３９４７１４８June

１７６５６４４４１１６２３５０July

００００９３２０４９August

００００１３８０２３１８September

２１１０４０００４５October

１４７２５３７４３２４６４１November

２０５０１５６７５１２１３３７９１December

２８４０２４８１５８１３５５８８January

２８７２１９６４７７１６３４９１February

３０２１７１０３３１３March

１４１３８１６８７４５７４３７２１２６２１６５５４合計
＊１属名の判明したもの　＊２種名の判明したもの

図－１．月別にまとめた基物別発生点数の割合

図－２．月別にまとめた分布様式別発生点数の割合


